
☆自分自身をブラッシュアップしませんか？  

★いっぱい聞けて、いっぱい話せる安心空間！ 

 

今年度のテーマは、「差別の現実から学ぶ」。専門知識をもった講師の講話あり、質問コーナーや教え合

いあり、誰もが安心して参加できる内容です。視野を広げ、心を開き、周りの人と共に行動を起こせる人

をめざしましょう。そんなあなたがいることが、このまちみんなの宝物となるのです!! 

 

  

この講座では、仲間と出会い、自分と向き合うことで 

一緒に学び、 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 期 日 内  容 ・ 講 師 など 

①   7 月 25 日（土） であいと交流  ～甲賀市人権ワークショップを体験しよう～ 

②   9 月 5 日（土） 「ネットの中の人権侵害」（仮題）藏本龍樹さん(滋賀県人権センター） 

③  10 月 30 日（金） フィールドワーク「地域の伝統産業に学ぶ」～（近江八幡市・愛荘町）～ 

④  11 月 21 日（土） 「土地差別事件から学ぶ」（仮題）澤村 悟さん（みえ人権教育・啓発研究会） 

⑤  12 月 12 日（土） ふりかえりと交流 ～「プレゼン・チャレンジ」～  修了証書交付式 

 

◆時 間  10:00～12:00  ③回のみ 9:00～17:00 

◆対 象  甲賀市在住の方、もしくは甲賀市に通勤・通学されている方ならどなたでも 

◆参加費   無料（③回のみ昼食等実費が必要）  

◆会 場  かえで会館（③回は現地研修） 

◆定 員  ３0 名（先着順）   

◆申し込み 裏面 FAX または電話   

◆応募締め切り 7 月１日（水） 

 

 

バスで出かける 

フィールドワーク

は毎年大好評！ 

 
対等で、ためになる講座！ 

誘い合ってご参加ください 

市民環境部 人権推進課 人権教育室 

担当：角出・宝本 

〒528-8502 甲賀市水口町水口 6053 

TEL：0748-69-2150   FAX：0748-63-4554 

このまちは あなたがいるから
．．．．．．．．

 あたたかい 

甲賀市地域人権リーダー養成講座  大募集！ 

組 回 覧 

 



FAX  0748-63-4554 

地域人権リーダー養成講座申し込み  

       申込日：2026 年  月   日 

     

◆この申込情報は、本講座の開催案内および 

中止の場合等緊急連絡に利用します。  

◆受講申し込みは ７月１日（水）まで 

◆ＦＡＸ 0748－63－4554 

電 話 0748－69－2150 

◆その他 

・全５回中４回以上の受講を修了された方には、 

修了証書をお渡しします。 

・状況によっては、講座を中止または延期する 

場合があります。ご了承ください。 

 

住 所 〒 

 

お名前 

（ふりがな） 

 
 

連 

絡 

先 

電話： 

FAX: 

携帯： 

メールアドレス： 

 

その他 

所属、必要な

配慮等あれば 

（例）車いすで参加します・聞こえにくいのでマイクで話してください など 

 

受講の動機 

（簡単に） 

 

 

人権について

の関わりがあ

れば、お教え

ください。 

（例）人権教育推進協議会役員をしている、地域(職場等)の人権担当になった など 

甲賀市市民環境部 人権推進課 人権教育室 
担当： 角出・宝本 

 
〒528-8502 甲賀市水口町水口 6053 番地 
TEL：0748-69-2150   FAX：0748-63-4554 

e-mail：koka10207000@city.koka.lg.jp 

7 月１日（水）

必着です 

昨年度受講者の感想【テーマ：ジェンダー】 

講話とワークショップ 

・ジェンダーの「はて？」を考える：自分の中のアンコ

ンシャス・バイアスに気づく機会となった。判断の基

準にしないようにしたい。交流の時間が、楽しくてた

めになってよかった。 

・スポーツとジェンダー：今まであまり考えたことのな

い内容だった。スポーツを見る際に、ジェンダーの問

題と向き合って考え続けていこうと思った。 

フィールドワーク 

・～G-NET しが男女共同参画センター：女性のチェレ

ンジ支援や就労サポート、講座や研修など、参考にな

る取組を知ることができた。 

・近江商人博物館：「塚本さと」の生きざまにふれ、女子

教育のために自分のできることを遂行する姿勢に勇気

をもらった。 

最終日（第５講座） 

・これからの人権教育は、互いに対話することが大切だ

と痛感した。・次年度も参加します。 


